


農学部研究棟

ごあいさつ
茨城⼤学農学部は教員数約60名、技術職員8名で構成され、専⾨分野は⽣

命科学、⾷品、⼟⽊、環境など多岐にわたっております。各分野の先端技術
の研究開発を担う⾼度な実験機器も多数保有し、活発な教育研究活動を⾏っ
ています。2017年度から「21世紀社会の持続的発展を推進する実務型農学
系⼈材」を育成するため、農学部は2学科4コース制、⼤学院農学研究科は１
専攻4コース制による新たな教育課程に⽣まれ変わりました。本学農学部は
地域の農業の課題に向き合い、産業界と連携しながら地域振興や⼈材育成の
拠点として貢献することを⽬標としています。2018年度から附属フィールド
サイエンス教育研究センターは「国際フィールド農学センター」に改組、
2018年12⽉10⽇付けでJGAP認証を取得し、教育・研究の充実を⽬指します。
また、2019年度にはHACCP(ハサップ)の教育・実習や企業との共同研究

が可能なフードイノベーション棟が完成し、充実した教育研究環境の整備が
進められました。
さて、2017年度の農学部改組を契機として、従来の専⾨分野にとらわれな

い新たな価値の創出を⽬指した研究が始まりつつあります。そこで、これま
で以上に皆様との連携の活動が拡充・進展することを期待し、教員の活動の
概略をまとめた『茨城⼤学農学部研究者紹介』を作成しました。この「研究
者紹介」が⼤いに活⽤され、地域のニーズとのマッチングによる共同研究等
が活性化するとともに、これまでの教育研究や社会貢献活動を通じて培って
きた専⾨的知⾒が、地域の抱える課題の解決や新たな産業の創出に活かされ
れば幸いです。
茨城⼤学農学部は多くの皆様との出会いを願っております。皆様からのご

連絡やご相談を⼼からお待ちしています。
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